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レ
偏
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公
ガ
學
ヲ
好
ム
ノ
懲
徳
＝
一
頼
JV

モ
ノ
．
―
-
シ

評
議
員
ク
JV
故
ノ
如
ク
、
時
二
数
言
ヲ
賜
ヒ
、

新
年
ノ
諮
、
公
洛
―
―
在
レ
バ
必
．
ス
駕
ヲ
柾
ゲ
、
稿
―
-

楽
ム
所
ァ
だ
モ
ノ
ノ
如
シ
、
散
會
モ
亦
共
ノ
督
欽
―
-

ん
じ
奉
ら
ん
こ
と
を
念
願
す
る
の
み
で
あ
る
。

筋
の
道
で
あ
る
。

此
の
大

盛
忠
至
誠
の
将
士
は
、
風
行
雷
動
、
求
敵
必
殺
の
威

武
を
餐
揚
し
、
寒
風
怒
濤
の
中
、
或
は
酷
熱
弾
雨
の
下

マ
ク

わ
れ
ら
の
存
在
を
、
無
窮
の
生
命
に
顕
揚
す
る
、
唯
一

シ
テ
公
冠
ヲ
桂
ケ
テ
京
二
還
JV

卜
雖
モ
、
公
＾
其
ノ

事
に
挺
身
す
る
こ
そ
、
大
海
の
一
粟
の
如
き
、

み
た
み

テ
、
共
ノ
鴻
恩
永
ク
徹
會
ノ
忘
レ
ザ
炉
所
ナ
リ
、
而

皇
威
八
紘
に
治
き
批
界
を
顕
現
し
、
唯
々
寝
襟
を
安

き
つ
ぶ
し
、
以
て
大
東
亜
共
榮
圏
證
制
を
確
立
し
て
、

し
て
、
自
惚
の
強
い
敵
國
米
英
の
非
望
を
根
こ
そ
ぎ
叩

の
哀
僻
を
左
に
掲
げ
て
置
き
ま
す
。

嗚
呼
公
批
家
ノ
休
光
ヲ
掲
ゲ
、
共
ノ
猿
厚
ク
共
ノ
動

隆
ン
ナ
リ
、
羅
＝
一
公
阪
府
乏
ヂ
タ
リ
ジ
時
、
散
會
ガ

奮
痒
ヲ
重
建
セ
ン
ト
欲
ジ
テ
、
朕
ヲ
具
シ
テ
稟
陳
シ
、

公
地
ヲ
椴
ラ
ン
コ
ト
ヲ
睛
フ
ャ
、
公
＾
欣
然
ト
シ
テ

之
ヲ
府
會
二
諮
リ
、
郎
チ
允
許
ヲ
賜
ヘ
リ
、
為
二
散

會
ノ
痙
尽
患
躯
＝
一
成
リ
、
絃
誦
復
ク
興
JV

ヲ
得
タ
リ
、

言，ー

畏
み
て
大
御
心
を
奉
證
し
、
億
兆
一
心
、
全
力
を
濫

幹
事

山

本

楢

編
輯
を
終
へ
て

哀

僻

ノ
至
二
堪
ヘ
ズ
、
姦
＝
一
虔
ン
デ
哀
誠
ヲ
布
ク
。

圏
ラ
ン
忽
チ
訃
ヲ
聞
ク
、
往
年
ノ
戚
荷
ヲ
想
ヒ
悼
惜

編
輯
を
終
へ
て
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己
し
、

-W1

日 粉
骨
砕
身
、
獣
々
と
し
て
各
共
の
任
を
完
う
し
、
不
惜

身
命
、
遂
に
國
に
殉
じ
て
散
華
せ
る
英
魂
は
、
護
國
の

神
霊
と
な
り
て
悠
久
の
大
義
に
生
く
。
長
城
に
照
る
月

も
、
ガ
ン
ヂ
ス
河
に
宿
る
月
も
、
月
に
菱
り
な
く
、
南

の
空
に
戦
死
さ
れ
た
山
本
元
帥
の
心
も
、
ア
ッ
ツ
島
に

ご
彼
の
弾
、

戦
線
に
送
る
べ
く
、

べ
く
、
精
魂
を
傾
け
、
獣
々
と
し
て
働
い
て
、
日
本
を

守
つ
て
ゐ
る
、
共
の
尊
い
姿
を
、
工
場
に
も
農
村
に
も

到
る
慮
に
見
受
け
ら
る
A
今
日
、
千
里
の
道
も
萬
里
の

波
濤
も
意
に
介
す
る
に
足
ち
な
い
。
萬
難
交
々
襲
ひ
来

編
輯
を
終
へ
て

一
豪
の
飛
行
機
で
も
、
よ
り
多
く

一
粒
の
米
で
も
、
よ
り
多
く
作
る

一
億
銃
後
の
臣
民
は
、
将
兵
の
尊
い
犠
牲
を
心
に
銘

つ
て
戦
つ
て
ゐ
る
。

二
つ
は
な
い
。
牌
兵
は
、
巨
大
な
―
つ
の
火
の
玉
と
な

玉
砕
さ
れ
た
一
兵
卒
の
心
も
、
國
を
思
ふ
ま
ご
A

ろ
に

四
九

て
、
世
道
人
心
に
貢
献
し
て
居
る
本
堂
将
来
の
使
命
の

ら
も
耳
か
ら
も
撮
取
さ
れ
る
。
道
義
大
阪
の
根
元
と
し

に
は
無
上
の
喜
悦
を
敦
見
す
る
，
共
の
心
の
糧
は
眼
か

り
て
、
太
平
、
印
度
雨
洋
の
波
、
如
何
に
荒
る
A

と
も

日
本
は
必
ず
勝
つ
。
東
亜
の
危
機
に
大
東
亜
を
護
る
た

め
、
身
を
挺
し
て
刻
苦
し
、
率
先
垂
範
、
具
つ
先
に
飛

び
込
め
ば
、
逍
自
ら
開
け
、
十
億
東
亜
の
民
衆
は
、
日

本
の
信
義
に
頼
る
や
う
に
な
っ
て
来
つ
ヽ
あ
る
。
神
慮

洵
に
か
た
じ
け
な
き
極
み
で
あ
る
。

此
の
戦
学
に
勝
っ
た
め
に
は
、
石
に
噛
り
つ
い
て
も

頑
張
ら
ね
ば
な
ら
な
い
我
等
は
、
純
潔
を
必
要
と
す
る

と
同
じ
ゃ
う
に
耐
乏
を
必
要
と
す
る
が
．
、
耐
乏
の
生
活

霊
大
な
る
事
を
を
痛
戚
す
る
。

本
堂
閥
係
諸
先
生
の
論
説
と
閥
係
記
事
と
を
掲
載
し

て
刊
行
す
る
本
誌
は
、
琥
を
重
ぬ
る
こ
と
二
十
一
、
姦
に
．



會
員
を
代
表
し
て
上
京
し
、
告
別
式
に
列
し
、
哀
僻
を

へ
な
い
。
故
永
田
理
事
長
の
遺
命
に
隠
ひ
。
太
田
幹
事
、

喪
ひ
、
堂
友
集
ひ
て
天
滴
橋
畔
の
會
堂
に
共
の
霊
を
弔

聖
恩
の
有
難
さ
に
戚
泣
す
る
。

聖
代
の

編
輯
を
終
へ
て

國
學
の
横
威
、
澤
潟
久
孝
先
生
、
並
び
に
本
堂
先
賢
の

後
裔
初
倉
敬
尚
氏
及
び
會
員
諸
子
の
玉
稿
を
掲
げ
、
附

す
る
に
本
堂
及
本
會
の
記
事
を
以
て
し
た
、
憔
界
戦
胤

の
今
日
、
本
琥
を
漸
く
刊
行
し
得
る
は
、
全
く

餘
澤
に
し
て
、
只
管

早
春
の
候
、
高
齢
と
は
い
へ
猶
豊
鰈
、

日
常
よ
り
百

歳
壽
命
説
を
主
張
さ
れ
て
ゐ
た
中
井
木
菟
麻
呂
先
生
を

ひ
し
に
、
盛
夏
の
頃
、
ま
た
も
や
本
堂
再
建
の
恩
人
大

久
保
利
武
侯
爵
の
党
去
に
遇
ふ
、
興
に
哀
悼
の
至
に
堪

捧
ぐ
。
謹
み
て
雨
先
生
の
御
冥
謳
を
祈
る
。

終
り
に
、
諸
先
生
の
御
鞭
逹
と
堂
友
諸
兄
の
御
健
闘

と
を
祈
る
。
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